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会 議 録 

附属機関又は 

会議体の名称 
第１回豊島区基本構想審議会 

事務局（担当課） 豊島区長期計画担当課 

開催日時 令和６年２月 22 日（木）18 時 30 分～20 時 08 分 

開催場所 509～510 会議室 

会議次第 

１ 開 会 

２ 委 嘱 

３ 委員紹介 

４ 会長選任 

５ 会長代理指名 

６ 諮 問 

７ 区長挨拶 

８ 会長挨拶 

９ 会議録等の取扱い 

10  議 事 

（１） 豊島区の現状について 

（２） 現在の基本構想・基本計画について 

（３） 基本構想・基本計画の枠組みについて 

（４） まちづくりの方向性について 

公開の 

可否 

会議 

■公開  □非公開  □一部非公開 

非 公 開 ・一 部 非 公 開 の場 合 は、その理 由 

会議録 
■公開  □非公開  □一部非公開 

非 公 開 ・一 部 非 公 開 の場 合 は、その理 由  

出席者 

委 員 

市古太郎（東京都立大学都市環境学部教授）、柏女霊峰（淑徳大学総合福祉学

部教授）、金子一彦（東京学芸大学大学院教育学研究科教授）、金潔（大正大学

社会共生学部教授）、滝澤美帆（学習院大学経済学部教授）、萩原なつ子（国立

女性教育会館理事長）、原田久（立教大学法学部教授）、市原昭（公募区民）、大

村晴美（公募区民）、奥村実穂（公募区民）、平野翔大（公募区民）、平松恵一郎

（公募区民）、吉田由希恵（公募区民）、塚田ひさこ（区議会議員）、高橋佳代子

（区議会議員）、芳賀竜朗（区議会議員）、細川正博（区議会議員）、垣内信行

（区議会議員）、天貝勝己（副区長）、上野雄一（副区長）、金子智雄（教育長） 

区側 

出席者 

区長、総務部長、区民部長、文化商工部長、 環境清掃部長、保健福祉部長、池

袋保健所長、子ども家庭部長、都市整備部長、教育部長 

事務局 政策経営部長、長期計画担当課長、行政経営課長、財政課長 
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審議経過 

１．開 会 

事務局： 定刻になりましたので、ただいまから第１回豊島区基本構想審議会を開催いたし

ます。 

私は、当審議会事務局でございます豊島区長期計画担当課長の澤田でございま

す。後ほど、委員の皆様から会長を選出いただくまでの間、進行を務めさせていた

だきます。 

また、本日は諮問等もございますので、区の記録のため写真撮影および録音をさ

せていただきますのでご了承ください。 

なお、ご発言いただく際には、マイクをお渡しいたしますので、マイクをご使用

いただいてご発言いただきますようお願いいたします。 

資料の確認をさせていただきます。委員の皆様におかれましては、資料を事前に

お送りさせていただきました。なお、席上に参考資料１－１名簿の差し替えと、追

加資料の参考資料１－６を配布させて頂きました。参考資料１－６は、本日開催さ

れたセーフティコミュニティの各対策委員会の参加する会議の資料で、クリーム色

の資料でございます。ぜひ、今後のご参考にご活用いただければと机上に配付させ

ていただきましたので、よろしくお願いいたします。そうした資料をお持ちでない

方いらっしゃいますでしょうか。それでは進めさせていただきたいと思います。 

当審議会におかれましては、豊島区基本構想審議会条例で基づきまして、豊島区

の最上位の計画である基本構想および基本計画を策定するため、区長の附属機関と

して必要な事項を調査、審議して答申する場となります。それでは、次第に従いま

して進行させていただきます。 

２．委 嘱 

事務局： まず、委員の委嘱でございます。皆様におかれましては、審議会の委員をお引き

受けいただき、誠にありがとうございます。本来でしたら直接お一人お一人に委嘱

状をお渡しすべきところですが、時間の関係上、委嘱状の机上配布とさせていただ

きましたので、これを委嘱状の交付とさせていただきたいと考えております。お願

いいたします。 

３．委員紹介 

事務局： 続きまして、委員の紹介でございます。審議会の委員の皆様の紹介につきまして

は、参考資料１－１委員名簿に代えさせていただきたいと思っております。また、

区の事務局職員につきましては、お手元の座席表に記載がございますのでご覧いた

だきたいと思います。 

４．会長選任 

事務局： 続きまして、会長の選任ございます。本審議会の会長の選任に移らせていただき

ます。基本構想審議会条例第５条によりまして、委員の皆様から会長を互選してい

ただくこととなっておりますが、いかがいたしましょうか。 

（挙手） 

芳賀委員、お願いいたします。 

芳賀委員： 本日お集まりの皆様におかれましては、各分野の第一人者の先生方でいらっしゃ
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るかと思いますが、基本計画が区政全般にわたる行政計画であることを考えると、

行政学を専攻されている方にお願いすることがよろしいのではないかと思います。

原田先生は地元の立教大学で教鞭をとられ、現在の基本計画の策定時にも会長とし

て取りまとめをなさっておられます。区のことをよくご存知でいらっしゃいます

し、私はぜひ原田委員を推薦させていただきたく存じます。よろしくお願いいたし

ます。 

事務局： ただいま原田委員に会長推薦がございましたが、いかがでしょうか。 

（拍手） 

ありがとうございます。それではご賛同いただいたということで、原田委員に会

長をお願いしたいと存じます。原田会長どうぞ会長席の方へお移りくださいますよ

うお願いいたします。 

５．会長代理指名 

事務局： 続きまして、会長の職務代理指名でございます。会長の職務代理は会長が指名す

ることとなっておりますので、原田会長お願いいたします。 

原田会長： はい。私の挨拶はまた後程ということで。職務代理を指名せよということでござ

います。職務代理副会長につきましては、私が長く立教大学でお世話になり、そし

て現在は、独立行政法人国立女性教育会館で理事長を務めていらっしゃいます萩原

なつ子先生に、ぜひともお願いしたいと存じます。よろしゅうございますか。 

（拍手） 

事務局： それでは、萩原委員に会長代理をお願いすることといたします。よろしくお願い

いたします。 

６．諮 問 

事務局： 続きまして、諮問に移らせていただきたいと思います。高際区長から審議会に対

して諮問を行います。原田会長、高際区長、前に移動お願いいたします。 

区長： はい。それでは諮問をさせて頂きます。豊島区基本構想審議会会長 原田久様、豊

島区長高際みゆき、豊島区基本構想審議会条例第２条に基づき、下記事項について

諮問する。豊島区基本構想および基本計画の策定について、どうぞよろしくお願い

いたします。 

事務局： それではお席にお戻りください。 

７．区長挨拶 

事務局： 続きまして、区長挨拶でございます。議事に先立ちまして、高際みゆき豊島区長

よりご挨拶をさせていただきます。お願いいたします。 

区長： 皆様大変お忙しい中、夜お集まりいただきまして誠にありがとうございます。 

ただいま、原田会長に諮問文をお渡しいたしました。今日初めてお会いする皆様

もおられますので、改めてご挨拶を申し上げたいと思います。 

私は昨年 4月 24 日に豊島区長に就任をいたしました高際みゆきでございます。 

区長に就任後、資料でもお送りしたかと思いますが、私は「３つのつながる」と

「８つのまちづくり」をテーマに区政運営を進めているところでございます。 

「３つのつながる」というのは今まで豊島区として大事にしてきたものを、引き

続き大切にしながらも、変えるべきことは覚悟を持って変える、そして良い未来に
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つなげていく。そしてもう一つが、これまであまり区政とつながっていなかったの

ではないかと思っております子供、若者、女性、そうした皆様の声を区政につなげ

ていく。そして三つ目はコロナ禍もありまして、いろんな課題や区民ニーズが変わ

っている中で、行政だけで解決できる課題はもはやないと私は思っていますので、

行政だけでなく区民の皆様もそうですけれども、企業や大学、その他地域で活動さ

れておられます団体の皆様と連携してチームで進めていく、そしてそのチームで、

今日よりもより良い明日につなげていくんだと、そうした思いで区政運営に携わっ

ております。 

「８つのまちづくり」というのは、今お示しをしておりますけれども、安心安全

を筆頭に８つを掲げまして、それぞれ、これを目指すぞというような思いでやって

きているところでございます。 

そしてこれを進める区政運営の根幹という意味では、区民目線でとにかく考え抜

くということを全庁に徹底をしております。何にしても区民目線で考えていこう、

そして、庁内はいろんな課題がありますけれども、全て庁内横断でやっていこうと、

一つの部署で抱えるのではなく横断でやっていく。そして先程申し上げましたけれ

ども、どんどん私達がまちに出ていって、まちの方と話しながら作っていくという

ようなことを、区政運営の根幹に置いているところでございます。 

コロナ禍もありました。先程申し上げましたけども、本当に課題というものは大

きく変わっている。どんどんそのスピードが増している状況と認識しておりますの

で、皆様にご審議をいただく豊島区の最高指針になります基本構想、そして最上位

の計画になります基本計画、こちらについて１年前倒しで作るということを決断い

たしました。本当はもっと時間をかけてしっかりということもあるのですが、これ

だけ動きが早い中で、少しでも早く、今抱えているやらなければいけない課題、そ

れから 10 年後の将来をどう見ていくんだということを、早く出したいという思い

がございまして、１年前倒しで策定をしたいと決断したところでございます。 

そうした中、お忙しい皆様におかれては、こんなピッチでできるのかと思う部分

もあろうかとは思いますけれども、ぜひぜひこの１年をかけて、原田会長のもと豊

島区が目指す将来、どういうものが区の価値になるのか、どういうことに取り組ん

でいくことが、区民がもっともっと幸せだと感じられる豊島区にしていけるのか、

そうした将来像と具体的な方策、とるべき道筋について、ご審議をお願いしたいと

思っております。今日は、机の配置が微妙に丸くなっております。これも多分、区

としては初めてのことだと思いますが、円卓ではないですけれども、少しでもいろ

んなご意見を出していただきやすいように職員が考えました。また、私は「未来と

しまミーティング」というタウンミーティングをやっております。また、同時並行

で教育大綱も作るということで、PTA の皆様やいろいろな皆様に外でお話を伺って

おります。また、若い人たちと集まる場面も多くございます。そうしたここの審議

会と違う別のところで、いろんな意見を交わしたものは必ずこちらに戻して、ここ

でそうした議論も踏まえてご審議いただけるような、そうした取組もやってまいり

たいと思っております。 

いずれにいたしましても、皆様を中心に後ろにたくさんおられます区民の皆様の

声を、できるだけこちらに反映させるように私達も頑張りたいと思いますので、ぜ
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ひぜひ、より良い将来像を描けるようにお力をお貸しいただければと思います。ど

うぞよろしくお願いいたします。 

８．会長挨拶 

事務局： 続きまして、原田会長からご挨拶をお願いしたいと存じます。 

原田会長： ただいまご紹介にあずかりました、立教大学法学部の原田と申します。 

多分あまり司会者としては上手な方ではないと自覚をしておりますけれども、し

ばらく基本構想審議会の議論にお付き合いくだされば幸いでございます。 

一言ご挨拶申し上げますと、私がかつて熊本、九州におりましたときに、池袋を

メインの場所とするドラマがございました。皆様ご承知のＩＷＧＰというものでご

ざいます。池袋ウエストゲートパークというドラマでございました。今日、Ｗｉｋ

ｉｐｅｄｉａで調べてまいりましたら、放映されたのがちょうど 2000 年というこ

とで、四半世紀前つまり基本構想が当時想定していたぐらいのタイムスパンという

ことでございます。その当時、池袋を中心とした豊島区がどのように描かれたか三

つほどございまして、一つ目が暗い、そして二つ目が怖い、そして三つ目が汚いと

いうのが、私が九州熊本から眺めていたときの池袋、あるいは豊島区のイメージで

ございました。しかしながら、この四半世紀の中で池袋を中心とした豊島区は大き

く変貌いたしました。南池袋公園にはカップルのみならず、子連れの方々が集まっ

たり、日中のイケサンパークには幼稚園児、保育園児が朝からワイワイキャーキャ

ーと騒いでいる。非常に良いことです。中池袋公園にいたってはアニメの推しの

方々の聖地になり、秋葉原をどこかへ追いやった地位にある。やっぱり、四半世紀

というのは本当に大きく変わってきたなというふうに思っているところでござい

ます。 

皆様方と一緒にする仕事というのは、そうした未来を描くという仕事でございま

す。まちづくりの将来を考えるというものですが、まちづくりは放っておくととん

でもないことになりそうです。少子化、高齢化というのはどんどん進展する。その

中で、皆様方から様々なご意見を頂戴しながら、よりよいまちづくりの方向性をお

示ししたい、区長にお届けしたいというふうに思っているところでございます。 

先程冒頭に申しましたけれども、司会者としては上手くやれる自信は全くござい

ませんけれども、皆様方ご支援ぜひともよろしくお願いいたします。しばらくお付

き合いくださればと存じます。よろしくお願いいたします。 

事務局： ありがとうございます。それでは、ここからは会長に進行をお願いいたします。 

９．会議録等の取扱い 

原田会長： 承知いたしました。それでは早速、本日の議題に入りたいと存じますが、議事に

入る前に会議の公開と会議録の作成について事務局から説明をお願いいたします。 

事務局： 審議会の会議は豊島区審議会等の会議の公開に関する要綱で原則公開となって

おります。資料も公開となりますが、非公開により運営すべき事情が生じた場合、

その都度お諮りさせていただきます。 

次に、会議録は区のホームページ等で公開することとなっております。会議録の

作成方法は、従前の例に倣い実名公表ではなく、Ａ委員、Ｂ委員というアルファベ

ット表記で記載し、以後同一の委員は同じアルファベット表記で表すという方法で
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作成したいと思います。以上です。 

原田会長： はい。ありがとうございました。会議の公開と会議録の作成方法についてでござ

いますけれども、いかがでございましょうか。従来通りオープンにしていくという

ことで区長の前でお約束をしたいと存じます。よろしゅうございますか。はい、あ

りがとうございました。それでは、先程事務局から説明したような形で、会議の公

開と会議録を作成したいと存じます。 

それでは、続きまして傍聴希望者でございます。本日の傍聴希望者はいらっしゃ

いますでしょうか。 

事務局： ２名いらっしゃいます。これよりお入りいただきます。 

１０．議 事  

（１） 豊島区の現状について 

（２） 現在の基本構想・基本計画について 

（３） 基本構想・基本計画の枠組みについて 

（４） まちづくりの方向性について 

原田会長： それでは、早速議事に入りたいと存じます。本日の審議会は、できれば８時に終

わりたいと存じます。限られた時間ではございますけれども、ぜひ委員の皆様方か

ら、様々なご意見を賜りたいと存じます。どうぞご協力くださいますようお願いい

たします。それでは議事の（１）から（４）まで、一つ一つ説明しておりますとか

なり時間がかかりますので、かいつまんで説明をお願いしたいと存じます。では、

事務局の皆様よろしくお願いいたします。 

事務局： はい。それでは、議事につきましてご説明をさせていただきます。 

先程申し上げました通り、資料は事前にお送りしておりまして、内容をご確認し

ていただいていると思いますので、ポイントを絞ってご説明させていただきます。 

まず、資料１－２をご覧いただきたいと思います。資料１－２は、現在の基本構

想・基本計画でございます。それぞれのページの右側にスライドが、紙の場合は二

つのスライドが２枚分表示されております。右下にページ番号ございます。 

１枚目表側の下が２ページになります。ピラミッド型の図があるものでございま

す。こちらをご覧いただきたいと思います。これは基本構想・基本計画そして実施

計画をピラミッド型の階層図でお示ししたものとなっております。 

続きまして４ページへお進みください。こちらは基本構想についての概要でござ

います。先程ピラミッドの頂点にございましたが、ここに位置する基本構想は区の

最高指針として平成 15 年に策定され、21 世紀の四半世紀を構想期間としておりま

す。なお、これは平成 27年に見直しを行っております。基本構想の構成は、まず、

めざすべき将来像、そして４つの基本方針を掲げ、その下に 12 のめざすべき方向

がございます。 

次に、５ページにお進みください。こちらは基本計画でございます。基本計画は、

区の計画体系の最上位に位置する区政運営の基本的指針として、取り組む施策を体

系的に示し、区の各分野における計画を総合的に調整するものでございます。現在

の計画は、平成 28年に策定されまして期間は 10年となっておりますが、中間見直

しを行っております。この基本計画は、総論と各論からなります。左側に総論、各
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論とございます。まず、総論として都市像を掲げております。各論でございますが、

まず地域づくりの方向がございます。基本構想の「めざすべき方向」に基づく「分

野別の目標」を定めたもので、８つございます。続きまして、政策でございます。

分野別の目標でございます地域づくりの方向を実現するための方針で、まず 24 の

政策がございます。さらに、その下に施策がございます。この「政策」を実現する

ための具体的な戦略、事業展開の方針、施策の進捗状況を測る参考指標として、68

の施策がございます。 

続いて、6 ページをご覧ください。現在の基本構想と基本計画の構成を表したも

のでございます。基本構想の４つの基本方針から、めざすべき方向、基本計画にお

ける地域づくりの方向、政策、施策へと具体化されていく体系を色別と矢印で紐づ

けております。 

続きまして、資料１－３にお進みください。資料１－３は、新たな基本構想・基

本計画の枠組みについてでございます。新たな基本構想・基本計画の枠組みを検討

するにあたりまして、これまでの基本構想・基本計画の枠組みを、ここで整理して

まいりたいということで、お示しさせていただいております。この１ページ目につ

きましては、青い部分は現在の状況、そして赤い部分は新たな基本構想・基本計画

の枠組みとしてお示ししております。１番から３番がございます。１番として構想・

計画期間の変更、２番目に将来像、都市像の見直し、そして３番目に体系の簡素化、

こちらの３点でございます。では、それぞれご説明いたします。 

２ページ目にお進みください。一番上の、基本構想と基本計画の期間の短縮でご

ざいます。先程申し上げました通り、基本構想は四半世紀、基本計画は 10 年の期

間としております。それぞれに太括弧で期間の推移ということで、第一次構想から

第三次構想、第一次計画から第四次計画とございますが、いずれも最近のものは中

間見直しを行っております。その理由といたしましては、それぞれ下に白抜きの文

字で書いております太括弧の理由一つ目にございますが、社会情勢の変化が速まる

中、区民ニーズに迅速に対応するため見直しを行ったところでございます。こうし

た見直しの実績等を踏まえまして、基本構想の期間を 10 年、基本計画の期間を５

年としたいと考えております。 

続いて、変更点の２点目、構想・計画にそれぞれ掲げる将来像、都市像の見直し

でございます。３ページをご覧ください。まず現在、基本構想に掲げる将来像は「未

来へ ひびきあう 人 まち・としま」、基本計画に掲げる将来像は「国際アート・

カルチャー都市」でございます。こちらにつきましては、整理することとしたいと

考えております。その下に整理の視点ということで、４点ございます。 

１つ目といたしまして、将来像と都市像に関連性が乏しく、キャッチフレーズを

２つ示す必要性が低いということ。２つ目に、将来像から、区の政策や将来の姿を

想像することが難しいということ。３つ目に、多様な特性を持つ豊島区の将来のま

ちの姿、これは画一的なものではなく、複数の「まちづくりの方向性」それぞれに

キャッチフレーズを設けた方が、より想像しやすくなるのではないかということ。

そして最後に、実際に東京都の総合計画「みらいの東京戦略」では、目指す 2040 年

代の東京の姿として、20の「ビジョン」それぞれにあるべき姿・キャッチフレーズ

を掲げているという実例がございます。こうしたことから、新たな構想・計画にあ



- 8 - 

たっては、下の赤枠にございます通り、政策の柱となる「まちづくりの方向性」を

複数お示しし、それぞれにキャッチフレーズを設ける形としたいと考えておりま

す。 

続いて、変更点の３点目、体系の簡素化でございます。４ページ目をご覧くださ

い。このスライドでお示ししている体系図、先程お示ししたものと同様でございま

すが、区民の皆様にわかりやすい体系に簡素化したいと考えております。基本構想

における第４章基本方針、青い点線のところでございます。第５章めざすべき方向、

基本計画における地域づくりの方向、赤い点線の部分のところでございますが、こ

れらを統合しまして、新たに８つ程度のまちづくりの方向性の１層としたいと考え

ております。現在３層あるところを、１層としたいと考えております。 

青い点線の箇所と赤い点線の箇所の統合という形でございます。その理由とし

て、下に矢印で結んでございますが、下の青と赤の枠内にございます通り、例えば、

めざすべき方向と地域づくりの方向が重複していることから、これを整理、統合し、

新たに８つ程度のまちづくりの方向性として、区民の皆様と共有したいというもの

でございます。 

さらに、右側の緑の部分、政策、施策でございますが、基本計画における 24の政

策と 68 の施策、これを 50 個程度の施策として統合したいと考えております。この

ように、階層を簡素化し、区民の皆様にわかりやすい構想・計画としたいと考えて

おります。 

続いて資料１－４にお進みください。（１）から（４）までございます。先程、基

本構想におきまして、８つ程度のまちづくりの方向性として統合整理することにつ

いて、ご説明させていただきました。資料１－４は、まちづくりの方向性を検討す

るにあたってご活用いただく資料として、ご用意させていただいたものでございま

す。 

まず、資料１－４（１）をご覧ください。現在の基本計画の政策・施策等の体系

でございます。８の地域づくりの方向、24の政策が括弧の数字で載っております。

そして、68の施策。これは、丸番号でございます。表の中で赤・青・緑色でコメン

トが入っている箇所につきましては、現在の体系において課題ではないかと考える

ところに注釈として、入れさせていただいております。 

続きまして、資料１－４（２）をご覧ください。先程もスクリーンに表示ござい

ましたが、現在の区政運営の基本姿勢である、「３つのつながる」と主要課題として

掲げる「８つのまちづくり」でございます。このページは、この基本構想・基本計

画、さらにそれに続く実施計画でございます。最新の豊島区未来戦略推進プラン

2024 に、盛り込むものでございます。①の誰もが安全安心に暮らせるまちから、⑧

の人が主役の“ウォーカブル”なまちまで、８つを主要課題としており、さらに、

その下に全体に共通する重要な視点として、多様性・障害・生活困窮者等あらゆる

人が主役のまちづくりに向けて、そして、ＤＸ推進や公民連携などの区政を推進す

るための区役所改革を掲げております。 

次に、資料１－４（３）にお進みください。こちらが、令和５年度おける豊島区

の組織及び事務分掌でございます。それぞれの部・課、そしてその右にはそれぞれ

の課の所掌事務が記載されております。こちらは、令和５年 12 月１日現在のもの
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でございまして、令和６年度につきましては、保健福祉部が保健部と健康部の二つ

の部に組織改正することについて、現在開かれている区議会においてご審議いただ

く予定となっております。 

次に、資料１－４（４）ご覧ください。こちらは、他の自治体の事例でございま

す。 

先程、東京都が 20 のビジョンを示していると申し上げたところですが、こちら

の１枚目の下の枠に、01 から 20 まで 2040 年の東京の姿を 20 のビジョンで示し、

それぞれキャッチフレーズを設けております。その他、次のページの杉並区総合計

画でございますが、８つの分野ごとにキャッチフレーズを示しております。さらに

その次のページ上尾市、八街市でもそれぞれキャッチフレーズを設けているところ

でございます。説明は以上となります。どうぞよろしくお願いいたします。 

原田会長： はい、ありがとうございました。それでは、今から１時間ほど、事務局から説明

がございました資料等に基づきまして、議論をしてまいりたいと存じます。 

大変難しい説明ですね。私も行政の研究者の端くれでございますが、大変難しゅ

うございます。簡単に私なりに今の説明をかいつまんで、要約したいと思います。

私達が、この審議会で一体何をやるのか、目指すべきゴールというのはどこにある

のかということですが、近未来の豊島区のまちづくりの方向性を、考えるというこ

とでございます。近未来と申しましたけれども、どれぐらい先まで想定しながら議

論したらいいのかということでございますが、従来は四半世紀先まで見通したまち

づくりの方向性を示すということでございました。しかしながら、冒頭にＩＷＧＰ

のお話をさせていただきましたのは、まさにこの点と関わるのですが、あのドラマ

を見た全国の方々の誰が、今の池袋・豊島区を想像することができたでしょうか。

我々は５年先、場合によっては 10 年先、ますます先が見通せない状況にいるので

はないかということを、この審議会の会長を拝命した際に私が思ったところでござ

います。やはり、もうちょっと手前の想像できる範囲内で、我々はまちづくりの方

向性を考えていくべきなのではないかと、私は個人的には思っています。いや、も

うちょっと先まで見た方がいいよというご意見があれば、ご議論を賜りたいと存じ

ます。 

今日、事務局から簡単にご説明いただいたのは、例えて申しますとお弁当箱。皆

さん、お弁当箱に何を詰めてお昼ご飯食べたいですか。そのお弁当箱は、大きい方

がいいですか、小さい方がいいですか、四角い方がいいですか、ワッパがいいです

か、そういう器・入れ物の話が先程の話でございました。皆様方に期待をしたいの

は、器もそうですが、一体どういうおかずを盛るのか、ふりかけかけるのか、唐揚

げを入れるのか、こういったことについて、たくさんのご議論を賜りたいというこ

とです。しかし、どういうお弁当の具にするか、ご飯をどれぐらい入れるかは、お

弁当箱が決まらないと議論できないだろうということで、一番最初にした説明はお

弁当箱の大きさ、形、色みたいなものだとお考えください。 

従来まちづくりの方針というのは、３本立て、25年が一番上、そしてそれをわか

りやすくしたものが 10 年という計画でございました。それを１年単位でさらにブ

レイクダウンして、細かく捉えて、それを区長中心に予算付けをしていくというの

が、この区の区政運営の基本的な方向性でございました。ところが、25 年というの
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は、ちょっと見通せない。これを、どういうふうにリストラクチャーするかという

のが、先程から繰り返し申し上げているところでございます。 

比喩で当たっているのかどうかわかりませんが、お弁当の箱、お弁当そのものと

お弁当に詰めるおかず、ご飯の話、両方皆様にご議論を賜りたいのですが、どちら

かというと、後者に様々なご意見いただいて、モリモリの弁当を作りたい、将来の

豊島区民が喜ぶようなお弁当箱を作りたい、中身を作りたいということでございま

す。 

それでは、私の拙い説明もぜひとも頭に入れていただいた上で、これから１時間

程度、各委員にそれぞれご意見を伺いたいと思います。今、私が申し上げました豊

島区の目指すべき将来の姿や方向性という事柄についてでも結構ですし、先程区長

も冒頭に言及なさいました、スライドの方でも示したまちづくりの方向性として、

今年度現時点で８つプラスアルファ２つほど示されている事柄についてでも結構

です。こういうものをもう少し付け加えた方がいいのではないか、あるいは、こう

いうものはむしろいらないのではないかなど何でも結構です。お弁当の箱でも中身

でも結構ですが、どちらかというと後者について、個別にご意見を伺いたいと思い

ます。 

今日８時に終わると宣言いたしましたので、１～２分程度で思いの丈を、その１

～２分に詰めてくださればと存じます。今日は、ぜひ全員に喋っていただきたいと

思います。申し訳ございませんが、副区長と教育長は時間の都合上省略をさせてく

ださい。区民の方々、あるいは学識経験者の方々からご意見をいただくというのが、

非常に大事な機会でございます。それでは、大変恐縮でございますが、丸い円の形

になっておりますので、順番にⅮ委員から１～２分で思いの丈をぜひともよろしく

お願いいたします。どんなことでも結構です。お弁当の器でも結構ですし、お弁当

の中に盛るおかず、ご飯のことでも結構です。 

Ⅾ委員： 私はこういった場が初めてなので、非常に緊張しているんですけども。今回、豊

島区の区政の一番大きな上位の計画を決めるということで、区の方からも様々な資

料をいただいたりして。もともと何に基づいて、こういった審議会があるかという

ことなんですけれども。豊島区自治の推進に関する基本条例というものを、平成 18

年に作っているわけなんですが。これを改めて読んでみたところ、本当に私感動し

たんですね。それは何かというと、「この豊島区で暮らし働き学ぶ私たち区民は」と

いうふうに主語が私たちと書いてあって、「自らが自治の主体であることを改めて

確認します」と書いています。私たちだから、個人なんですね。一人一人というこ

と。団体とか事業とかではなく、あくまでも、一人という個人として、主体として

区政をやっていくんだということが書いてあるわけです。そこには、区民の権利に

ついて書いていまして、区民は自治の主体として権利を有する。地域のまちづくり

を主体的に行う権利、区政に参加する権利等々と書いています。また、事業者の役

割というところを見ると、事業者等は地域社会に関わる多様な主体の一員として、

区民と協働し、まちづくりに参加することができるというふうに書いてあって。こ

れ読んだときに、本当にあくまでも主体は区民であると、個人であるというふうに

思いました。何が言いたいかというと、この自治というものがちょっと弱まってい

るなあと思っていて、まちづくりに関しても、様々な課題が複雑化しているからこ
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そ、スピード感を持って行政と事業者がどんどん前に前に進んでいかなければなら

ないっていう感じになっていて、区民が取り残されているような感じがしていま

す。そうすると、やはり自治が弱くなるところもあるので、この基本条例に立ち返

って、しっかりとやはり私たち区民一人一人が主体であり主役なんだということ

を、きちんとメッセージやキャッチフレーズに改めて入れることができたらいいな

というのが、私の一番今日言いたいことです。ありがとうございます。 

原田会長： ありがとうございました。ぜひ、区民、現在の区民、そして将来の区民を想像し

ながら、そしてまた、実際に区民の方々とキャッチボールしながら進めてまいりた

いと思います。では I 委員どうぞ。 

I 委員： よろしくお願いいたします。 

お弁当箱の形と大きさというふうにおっしゃいましたので、会長の問いにお答え

したいというふうに思います。 

まず、資料１－４（１）ですが、ここに手段と目的が混在していると既に書いて

ございますが、やはりこの手段と目的はしっかり明確に分けるべきだというふうに

思っております。具体的には、この地域づくりの方向の１、参画と協働は手段であ

るというふうに思いますので、やはり「まちづくりの方向性」としては柱としてな

じまないのではないかなというふうに思います。別途、手段として区政を推進する

基本方針のような項目を、ぜひ位置付けていただきたいというふうに思います。 

また、地域づくりの方向の２の、多様性を尊重しあえるまち。これも、人権とか

ジェンダー、多様性、今で言うなら多文化共生、そういうものが施策の土台になる

ような内容というふうに思いますので、地域づくりの柱ではなくて、これも参画と

協働と同じように、別途位置付けていけたらなというふうに思っております。 

また、資料１－４（２）の８項目、これは区長がものすごい力を入れて「３つの

つながる」と、「８つのまちづくり」ということで掲げられておりますので、思いは

よく理解をしているつもりでございますが、全体的なこの基本構想としてのバラン

スということを考えますと、一つずつ細かくて申し訳ないんですが、例えば１に防

災、防犯、健康が入っています。考え方によっては健康が入るのかもしれませんけ

ど、ちょっとここに違和感が少しあるかなと、別途項目を立てた方が良いのではな

いかというふうに思います。 

また、２と３は、広い意味では子育てということだと思いますけれども、児童相

談所などは、両方多分機能として持っていたり、今力を入れてらっしゃる豊島区の

若者が一体どこに入ってくるのかなと、そういう課題もあります。 

あと５番のシニアライフが輝くまちというふうにありますが、柱としては少し絞

りすぎてるのかなという感じがいたします。実は、その８番の下の方に障害者の方

や生活困窮者、こういう方が枠外にあって、補足をされたのだと思いますが、大き

く福祉という視点なのかなというふうに思っております。 

また６番、商店街を元気にということで、これも商店街と産業振興のみで１つの

柱にするというのは、これも少し小さいのかなというような感がいたします。 

その他全体的に見ると、先程他の自治体のご紹介もいただきましたけども、例え

ば、緑とか住宅とか、交通、衛生とか、地域コミュニティとかそういった視点もこ

こに盛り込まれれば、どういった言葉でやられるかというのもありますけれども、
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いわゆる総合計画ですから、しっかり様々な政策を網羅するというお弁当箱を、ぜ

ひ作っていきたいなというふうに思います。先程、できるだけ区民にわかりやすく

シンプルにというふうにありましたけれども、ぜひわかりやすく、そういったもの

を網羅していければなというふうに思います。以上です。 

原田会長： ありがとうございました。お二方区議会議員の方でいらっしゃるので、だんだん

議会の質問のような形になってまいります。私が、皆様方に期待をしたいのは、10

年後あるいは 25 年先の、皆様が目指すべき北斗七星の中の北極星はどこ？どこに

行こうとしているの？というところ、大きいところをぜひお示しをいただきたい。

多分それは、議員の先生方が一番得意となさっていることじゃないかなとも思いま

す。皆様がどこを目指すのかを中心に、細かい論点はいずれ答弁してもらえますの

でご心配なく。まずは大きいところから参りましょう。では続きましてⅬ委員いか

がでしょうか。 

Ⅼ委員： 何か大きな方向性ということでハードルが上がったような気がしますけれど、お

弁当箱の話で、全体の方向性としては基本計画や基本構想というのは区の最高指針

でありますので、分野別の計画に比べて、どうしても抽象的なぼんやりした形にな

りがちじゃないかなと思っています。ですので、区民の方一人一人にわかりやすく

伝えていくためには、やっぱり、他人事じゃなくて自分事として捉えていただく必

要があるんじゃないかと思っております。できる限り区民にわかりやすく、親しみ

やすいような内容にしていくことが重要でありますし、また一方で、中長期的な視

点というのはもちろん大切ではありますけど、今回変更点としてご提示がありまし

た、計画期間の短縮であったり、将来像等をまちづくりの方向に移行していくこと、

体系の簡素化といったものは、わかりやすく伝えるということもちろんそうです

し、その社会の変化のスピードを考えたときに、その方向性は非常に妥当なもので

あるのではないかなと考えております。 

また、今回その政策の柱となるまちづくりの方向性については、先程説明があり

ましたが、資料１－４（２）のところに８つの柱が出ておりますけれど、本区の特

徴であるアート・カルチャーやウォーカブルというようなまちづくりが反映されて

おりますので、それを軸に議論をしていくのがよろしいのではないかなと思いま

す。 

あまり細かくしすぎると、先程申し上げた通り、わかりづらくなってしまうので

はないかなと思いますので、今回杉並区、上尾市、八街市は八街だから８つだと思

って見ていましたけれど、その程度の数で示していくのがよろしいのではないかな

と思います。東京都は 20 項目でしたが、あまり細かくせずに、大枠をお示しいた

だくのがよろしいんじゃないかと思います。 

それとともに、組織図の話も先程出ましたけれど、組織図を見たときに区民に直

接接点がある部局を考えると、これも７つか８つかそのぐらいになるのかなと思っ

ております。もちろん横断的に横串しを刺していくということも、区の中では必要

でありながらも、一方で組織の中でわかりやすく説明するときには、その組織図も

意識しながら計画を作っていくことも必要なんじゃないかなと思いました。よろし

くお願いいたします。 
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原田会長： ありがとうございました。それでは続きましてＵ委員いかがでしょうか。 

Ｕ委員： よろしくお願いいたします。 

事前に意見が欲しいポイントを事務局から示していただいていたので、その点を

話させていただきたいと思っています。 

今示されてる、３つの基本姿勢と８つのまちづくりというところですが、特に先

程の説明の中でも、この８つのまちづくり、それぞれ目標のようなものを立てて、

こういった体系にしたいというお話がありましたが、私は８つの柱に対して、８つ

になるかわかりませんけど、横串しを刺したような共通の目標を示すべきだと思い

ます。先程も、会長から北極星のように動かない目標を示してほしいというお話が

ありましたが、まさにその通りで、一つ一つの手段のためには最適化されたように

見えても、全体感がないと全体にとっていいものになるかわからないことは、往々

にしてあると思っています。ですので、全体感を示すような横串しを刺すことは必

要だろうと感じています。 

それと現状、「３つのつながる」の区政のさらなる発展というところでは、区政の

中長期テーマで４つの柱を示しています。これは、現状の未来戦略プランにも載っ

ていますが、この４つの中長期的テーマと８つのまちづくりは特段リンクをしてい

ないので、この辺の整理は必要ではないかなと感じています。 

あと、これまで豊島区政は文化によるまちづくりを大きな柱にしていました。今

後、文化についても、どう考えていくのかというのはかなり大きなテーマだと思い

ますので、ぜひ議論を深めたいと思っています。 

資料１－１の 15 ページの豊島区の目指すまちづくりで、未来戦略プランの一部

なんですが、右側のページのところにＳＤＧｓのことが書いてあります。これは結

構なんですが、ＳＧＤｓの中で持続可能な誰 1 人取り残さないというところだけが

書いてあり、さらにその持続可能なまちの実現を目指すとあるのですが、ＳＤＧｓ

には持続可能で多様性と包摂性のあるまちの実現ということがあるので、その多様

性と包摂性というのを落とすのはあまり良くないんじゃないかなというふうに考

えています。 

あともう１点だけにします。豊島区の地理的要因の観点が落ちているかなと思っ

ています。埼玉県から見ると、東京に入る玄関口であるとか、現行でも国際アート・

カルチャー都市という言い方をしていますけれど、世界の中の池袋、豊島区という

ような考え方もあったかと思います。そういった特性のことも、謳っていくべきで

はないかなと思っています。以上です。 

原田会長： ありがとうございました。続いてＴ委員。 

Ｔ委員： どうぞよろしくお願いいたします。今日、区議会議員５人は、各会派から委員１

人ずつ選出させていただきました。 

まちづくりというテーマでご案内があったので、このテーマでお話ししようと思

っていたんですが、大きな話ということですので、お話することを変えます。 

私は、生まれも育ちも豊島区で、人生の半分をこの仕事をやっております。豊島

区は、他の区と比べても極めて人口の流出・流入が多いところです。その豊島区で、

生まれ育ち、学び、人生をこの豊島区で暮らす中で、豊島区を魅力あるまちにした
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いというのが一番の思いで、我々区議会議員としても同じ思いです。 

また、高際区長になって、誰一人取り残さない豊島区にということをキャッチフ

レーズに、議会でもいろいろ議論をしていますけれども、やはり誰もが安心して暮

らして生涯を終えたい、そういった豊島区を作るための基本構想、基本計画にした

いというのが、お弁当の一番の大きな箱じゃないかなというふうに私は思っていま

す。 

加えて言えば、どうしても行政というのは、国や東京都などの上位の方針が、や

はりそのまま降りてくるようなところもままあります。やはり基本構想、区の計画

ですので、豊島区独自の問題、まちづくりを一括りにすると、箱物行政みたいなと

ころが結構ピンと来ちゃうんじゃないかなと思うんですけども、まちづくりという

点では福祉から暮らしから交通から産業からいろいろ様々な分野があると思いま

すので、そうした視点で皆さんと一緒に議論しながら、より良い基本構想・基本計

画にしていきたいなというふうに考えております。どうぞよろしくお願いいたしま

す。 

原田会長： ありがとうございました。続きまして、Ｒ委員いかがでしょうか。 

Ｒ委員： こういう区の会議は初めてですけれども、企業に長年勤め引退をして、何か地元

に貢献できないかということで応募いたしました。 

私も生まれは椎名町、仕事で転勤もありますけれども、基本的に富士見台小学校、

真和中学校、都立の高校、都立大学という形で、この東京都豊島区にずっと馴染み

のある、豊島区を愛している 1人だと思います。 

そうした中で、今回の資料を読ませていただきましたけれども。将来の子供たち

につなげるためには、最初にベースとなる区役所の役割として、財政運営の継続や

確立が重要だろうと思います。今回の指針をどこに書くかは別としても、区として

長期的に安定的に施策ができる体制、そういう意味で区としてのガバナンスやコン

プライアンスの確立なども、区が信頼されるためには必要だろうと思います。税金

というのは法律に基づいて徴収されますけれども、ある意味反面で考えると区に投

資しているという考え、それに対してはステークホルダーとしての区民にその成果

を示すということが必要だろうというふうに思います。 

計画の立て方については、年数の問題は何年がいいのかということはあります

が、まず第一にあるべき姿、ありたい姿、例えば 2050 年に豊島区はこうありたい

という姿があって、それからバックキャストして作っていく形ではないかなと思い

ます。会長が熊本にいた頃は、池袋は暗い、怖い、汚いというイメージでしたが、

そうじゃなくしたいというのが豊島区のありたい、あるべき姿だったと思うので、

それに基づいて前高野区長はアートを出したのだと思います。そういうふうに、い

つの時点かはわかりませんが、まだ漠とした言い方しかできませんけれども、あり

たい姿、あるべき姿を議論してみるのも必要かなというふうに思います。 

また、区といってもいろんなまち、ゾーンがあると思います。私は椎名町ですが、

今は漫画通りという言い方をしているが、あれは江戸より古い時代から続く清戸道

という街道で、昔はマーケットがすごく賑やかで子供の頃は皆行っていました。そ

ちらが今は椎名町の駅前に取られていような感じになって、今は商店街というには
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すごく寂しい、それを漫画という形で高めているんだろうと思いますが。今回、計

画を作るにあたって、ゾーンとかまちとかいうことも、この地域はこうあるのがい

いんじゃないか、例えば池袋はどうだ、巣鴨はどうだというようなことも必要だろ

うというふうに思います。 

あと２点だけ申し上げさせていただくと、特に、池袋は人の流れの結節点の役割

があると思います。そういう中で、東京都の北西部、鉄道ターミナルとしての役割

がありますので、そういう意味で東京と周辺の区、埼玉県周辺との協調で何ができ

るのかということも議論の対象になるのではないかなというふうに思います。 

区民にも、住んでいる区民、働いている区民、学んでいる区民、楽しんでいる区

民、ただ通るだけの区民といろいろあると思いますので、今後いろいろ議論を進め

ていければというふうに思います。以上です。 

原田会長： ありがとうございました。それではＮ委員いかがでしょうか。 

Ｎ委員： よろしくお願いいたします。私も、豊島区駒込というところで生まれ、私の父も、

祖父もずっと駒込です。私も結婚して一時日野市の方に住んでいたのですが、結局

やっぱり生まれ育った豊島区が大好きで、実家の建て替えをきっかけにまた戻って

きたというところです。 

私は幼少時代、駒込小学校、駒込中学校を出ているんですけれども、非常に多く

の感動体験をすることができました。学校の先生が、社会の授業の中でもパン作り

を経験させてくれたり、隣の練馬区の貸農園で週に 1 回母親と長靴を履いて肥料を

持って行って、提携している農園でこうやって作物は育つんだといった経験をさせ

ていただきました。また、合唱コンクール等を豊島区の小学校全部が豊島公会堂で

行ったりなど芸術の分野も非常に盛んでした。私が、豊島区立駒込中学校のときは

吹奏楽部だったんですけれども、マーチングで全国大会に行き、結果として銀賞だ

ったのですが、そこで豊島区というところを注目していただいたり、子供ながらに

すごく感動体験を得ることができました。 

この基本構想プランを見て、今も様々なことに皆様が取り組んでいるくださるこ

とが、すごいなっていうふうに思うんですが、目指すべき将来の姿というところで

は、私は子供が４人いるんですけれども、幼稚園児、小学校、中学校、高校のそれ

ぞれの子供が将来の豊島区に住んで、また、私の孫も豊島区ですごく楽しく、かつ

感動体験ができるような、そういったまちに今後もしていける一つのお手伝いがで

きたらということで、今回参加させていただきました。以上です。 

原田会長： ありがとうございました。続きましてＱ委員いかがでしょうか。 

Ｑ委員： １年間よろしくお願いいたします。 

私はＲさんと同じで、去年の９月に退職いたしまして、広報としまを拝見しまし

たらそちらにこれがあったので応募いたしました。30年前に、子供の保育園をまず

決めてから、足立区から豊島区に移住して参りまして、それ以来ずっと、としまっ

子でございます。 

私は、今日のお題の１番と２番のお弁当箱全体のイメージと、ぜひこれを盛って

いただきたいというものについてお話したいと思います。 

いただいた資料を拝見しまして、本当に様々な施策がきめ細やかに行われている
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ことにまずはびっくりいたしまして、そのことに感謝をここで申し上げたいと思い

ます 

私のイメージでまちづくりというものを考えたときに、これからは市民参加型の

パブリックスペースや場というもの、抽象的なものも含めて、それはますます重要

になってくるんではないか、大切になってくるんではないかなということを考えて

おります。その根拠なんですけれども、斎藤幸平さんという方の「人新世の「資本

論」」というちょっと難しい本ですが、この手のものとしては本当に異例の売れ行

きである 50 万部を超えるベストセラーとなっているものや、杉並区の岸本区長の

誕生の仕方など。この辺りを拝見していますと、今やっぱり大きな時代の変換点に

あり、それを若い方々もキャッチしているのではないかという感想を持っておりま

す。ですので、その豊島区の基本構想にもいささか抽象的で理想主義的ではあるん

ですけれども、未来の子供たちのために、区民も一緒になって参加して共有財産で

あるコモンを一緒に運営していって、暮らしやすい場を作っていこうと、そういう

メッセージが欲しいなと考えております。 

その目線で、この８つを拝見したときに、この２番「切れ目のない支援で子育て

しやすいまち」というのは本当にありがたい話なんですけれども、例えば自分が子

育てをしようって考えたときに、まちの選び方として、支援も大事なんですが、そ

れよりはまちのイメージ、例えば子育てしやすい公園が近所にあるかとか、そのあ

たりがイメージの上位にくるんではないかなと考えています。先程も会長がおっし

ゃったように、南池袋公園ができて本当に池袋のイメージが一新したようなところ

がございまして、このパブリックスペースは例えばこの２、３に関係しますが、８

までのその全てに関わってくるのではないかと思います。例えばシニアにも関係し

てくるし、商店街を元気に、起業にも、もちろん７、８に関わってくるので、この

８つの柱全てに関わってくるのではないかと考えています。 

この場の実験として、個人的には市民がキャストとなって参加している渋谷区の

笹塚、幡ヶ谷、初台の３エリアが共通して笹幡初エリアというものを今再開発して、

仮設ファームというものを作っているそうなんですが、なかなか難しいところもあ

るとは思うんですが、実験の場として、個人的に注目しております。以上です。 

原田会長： ありがとうございました。続きましてⅭ委員いかがでしょうか。 

Ⅽ委員： 私は、本職は産業医と産婦人科医をやっておりますので、どちらかというと子育

てとか会社のことに詳しい立場になります。 

豊島区に住み始めて実は２年です。祖母が朝霞に住んでおりましたので、池袋は

よく来るまちでした。現在 30 歳ということで、おそらくこの中で一番年下になる

かと思いますが、ぜひこの後よろしくお願いいたします。 

その中で、この二つの立場からあえてお弁当の具の方の話をさせていただくと、

このあと区がしっかりと伸びていくために必要なのは、やっぱり会社があるか人が

あるかその２点だと私は思っています。 

その中で例えば、会社という観点で見れば、サンシャインさんや西武さんなど非

常に優良な企業が豊島区にはたくさんありますけれども、西武ホールディングスが

この後どうなるかわからないような状況で、私実はベンチャー企業の役員という顔
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ももっておりますけれども、実際その新しい企業が来るまちかと言われると、正直

言って池袋は魅力がまだまだ弱いと感じます。そのように、例えば大塚とか池袋と

か意外と事務所を置きやすいのにおかれていないような候補に上がらないような

ところとか、このあと駅前再開発のお話もあります、オフィスビルが多く建つ中で

企業誘致できるか、そういったところは 10年後、15 年後、20 年後にくる課題とし

て、そこに向けた企業誘致ができるまちになるかという視点をぜひ一つ持っていた

だけるといいかと思います。特に新しい企業というのは職住近接やリモートワーク

の話が出てきますので、住民人口の増加にもつながるかと思います。 

もう一つの観点で言うと、子育てについて。資料１－１の 17 ページにあります

妊娠期からの男性育児支援、実はこれを当事者として区内で運営させていただいて

いるのも私の法人になります。その中で気になっていることとしては、やはり豊島

区は産婦人科がなかなか少ない区の一つです。実際、豊島区内で産めるかと言われ

ると、ほとんどが日大板橋や聖母病院のように、区外にでてしまうのが現状です。

であるからには、産み育てる、いわゆる若い女性が増えた後に子育て人口が増える

まちにできるかというのは、産む準備がしやすいか、育てやすいかの２点にかかっ

ています。産科医療機関を増やすのは、非常に非現実的だろうと思っています。そ

うすると、実際に産めるような準備ができるまちかという点でも、まだまだ豊島区

は歩きづらさとか、そういう機会の少なさ、またはいろんな行政も色々な単元から

提供してしまっているという問題があったりとか。もちろん産んだ後に関してもい

ろんな支援を用意していただいていますけれども、アフターケア等まだまだいろん

な場所も含めて、いわゆるハードソフト両面で、例えば、そういう場所がたくさん

あるわけで、不動産を持っている西武さんサンシャインさんみたいなところとも連

携しながら進められると、いわゆる住んでみて育ったら楽になるまち。ただ、さっ

きＩＷＧＰの話もあったようにイメージも少し悪い部分もあるので、そういった子

育てもしやすいまちですよというイメージ作り、その両点ができるのではないかと

思いますので、この２点をぜひご検討いただければと思っております。 

原田会長： ありがとうございました。それではＫ委員いかがでしょうか。 

Ｋ委員： よろしくお願いします。 

私は、豊島区に住んで 15 年になります。生まれも育ちもではないのですが、15

年間池袋に住んでおりまして、このあいだまで観光振興プランの委員もやらせてい

ただいておりました。今回、全体の区政のことをやるということでこちらに応募さ

せていただきました。 

15 年住んでおりまして、消滅可能性都市と言われていた頃にもいたんですけれど

も、どんどん豊島区が綺麗になって、イメージが良くなって目に見えて変わってい

くのを実感しておりました。 

今回の、この誰も取り残さない区政ということは非常にいいなと思っているんで

すけれども、観光振興プランの時も思っていたんですが、取り残さないということ

であれば、何故もうちょっとわかりやすくできないんだろうかと感じております。

例えば、「人が主役の“ウォーカブル”なまち」について、ウォーカブルって何だろ

うと、シニアの方も皆わかるのかなとずっと思っておりました。他の箇所では回遊
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性って書いてあるんですよね。だったら回遊性にすればいいんじゃないかと思う

し、お散歩しやすいまちとか。あと先程も何回も出ていますけれど、とても大きな

公園も増えて、おそらくここは子育てしやすいまちだと思っていただいて、どんど

ん若いご夫婦が移り住んでくるようになったと思うんですね。そしたら公園の多い

まちとか。そういったもっとわかりやすい言葉で、イメージを上げていくことも必

要なのではないか思ったりしております。 

区民なので、おそらく好き勝手なこと言わせていただくことになると思います

が、よろしくお願いいたします。 

原田会長： ありがとうございました。それでは続きましてО委員いかがでしょうか。 

О委員： よろしくお願いいたします。私はサントリーで今 10 年ほど仕事をしております。

豊島区歴は５年間なんですけれども、大学が立教大学でお世話になりました。 

この「８つのまちづくり」というのを拝見して、先程Ｑさんがおっしゃっていま

したけれど、こんなに考えてくださっているんだと最初にびっくりしました。固有

名詞で言ってしまいますが、杉並区、八街、上尾の方針と比較しても、わかりづら

い部分があるかもしれないんですが、豊島区の計画の方がわかりやすいキャッチー

な言葉や網羅性があるというふうに思っております。 

自分自身が大学生活を池袋で過ごしていて思っていたのは、池袋は埼玉とか人の

流入やその接点が多いまちだと思っています。大学もたくさんありますし、埼玉方

面から遊びに来るときに、日頃の日中の賑わいとか見ても、池袋に来ることは若い

方はたくさんあると思っています。その後、大人になって池袋に住もうとか子育て

しようとか、あとは大学生、私も立教大学に通っていた後に、１回離れてるんです

ね。ちょっと正直、結婚してこのあたりに住むのは治安、教育環境がどうかなど、

いろいろ考えたときにちょっと違うかなって正直思ってしまって離れてしまった

っていうのがあるので。この８つの中の子育てのところで、としまっ子が育つって

いうのもあるとは思うんですけれども、女性が見たときに、治安とか住みたいと思

うような要素が、防犯も１のところに書いていただいてるんですけれども、一つ項

目を立てていただくことによって、接点の多い若い方が見たときに、これって自分

たちのことを考えてまちが作られてるんだって思われると思うので、ぜひそこもご

検討いただけたらと思います。以上です。ありがとうございます。 

原田会長： ありがとうございました。区長に代わってトイレの話とかウイロードの話とかし

たいんですけど、今日はぐっと我慢して委員にお話を続けて伺いたいと思います。

Ｓ委員いかがでしょうか。 

萩原委員： 今、立教大学で名誉教授という形になっているので、豊島区とはつながっていま

すが、まさに先程Ｋさんがご指摘いただきましたが、2014 年に消滅可能性都市を受

けて当時の高野区長より依頼を受けて「としまＦ１会議」を組織しまして、その座

長を務めました。今お話があったように、当時、豊島区は住みやすいのか、住み続

けたくなるのかというところが非常に大きなポイントで、まさにその「としま１０

０人女子会」では住み続けたくなるまちにするにはどうしたらいいかというのが大

きな問いで、そこからワークショップを進めて、そして「としまＦ１会議」で政策

提言をさせていただきました。それは、その後公園を変え、トイレを変え、ウイロ
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ードにつながり、本当に安心安全なまちづくりにつながったかなと思います。その

まちづくりは、正にジェンダードイノベーションのまちづくりとして豊島区が評価

されているということが、きちっと論文の中にも書かれています。ジェンダードイ

ノベーションのまちづくりというのは、女性に優しいまちづくりは結局ユニバーサ

ルなまちづくりなんだということで、女性、男性、高齢者、子供、外国の方たち、

多様な人達に優しいまちづくりを目指したと思います。ですから、それが今回の「３

つのつながる」の中のセンターに入っているということが、非常に大きいと思いま

す。 

それから８つの方も、先程の軸となるもの、つまり主流、ジェンダー主流化とい

うのがすべてに関わってくると思いますので、そのときに今後のポストＳＤＧｓと

言われているのがまさにウェルビーイング、中教審のほうでもウェルビーイングが

トップに来ていますけど、心の健康、体の健康、社会の健康のところ、この社会の

健康っていうものが心の健康や体の健康に非常に重要であるということから、先程

Ⅽさんの話にもつながってくるのかなと思いますので。 

あともう一つのキーワードはユニバーサルなまちづくり、それからウェルビーイ

ングいうことです。 

もう一つ最後に言わせていただくと、今回四半世紀が 10 年になり、そして５年

になるのは非常に重要です。新しい法律が昨年は「孤独孤立に関する法律」、そして

今年４月に 67 年ぶりの新法として「困難な問題を抱える女性への支援に関する法

律」ができます。そういった法律もどんどん変わっている。それから、こどもまん

なかプラットフォームが準備委員会に入っていますけども、子供中心・子供参画型

のまちを作っていくことが、まさに未来をどう作っていくのかということにつなが

っていくと思いますので、そういった新しい法律の動きなんかもチェックしなが

ら、未来をともに子供も含めていろんな人たちが参画するまちづくりをしてみたい

なと思っております。以上です。 

原田会長： ありがとうございました。それでは続きましてＧ委員お願いいたします。 

Ｇ委員： 私、普段目白の緑豊かなキャンパスにおりますため学生が池袋に飲みに行くとい

うと、どうしても気をつけてって言うてしまって非常に申し訳ないなと。すいませ

ん、私自身もそのような印象を持っております。今の私の印象からも、非常に多様

であるというふうに思っております。経済学者ですので、やや少しドライなお話に

なってしまうかもしれませんけれども、資料１－１のデータを拝見して気づいたこ

と、コメントを申し上げたいと思います。 

データを拝見したときに、新宿区とか渋谷区のように若い単身世帯が多いイメー

ジで、定住というよりは出入りの激しいまちの姿をある種目指すのか。あるいは「母

になるなら、○○市」のように、家族が定住するようなまちを目指すのか、どちら

がいいとかそういう価値判断ではなくて、いろいろ目標の設定の仕方というのはあ

るように思います。資料を拝見しますと、おそらく豊島区は後者および二兎を追う

ような目標設定されてるように思いました。一方で資料１－１のデータを見ます

と、世帯類型別構成比で、ファミリー世帯が減少して、単身世帯が増えていて、外

国人の方々の人口が増加するなどが見てとれますので、現状子育てをしながら長く
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住むというよりは、渋谷、新宿に近い動態であるように思います。 

資料１－１の中に、長期的に安定した歳入の確保、居住の場、そして経済活動の

場としての魅力を高め、バランスのとれた人口世帯構成を確保するため取組が重要

というようなことが書かれていますが、まさにその通りであると思いますし、これ

が実現される施策が設定されるべきであると思います。 

全国的な人の流れとして、足元東京への流入が再加速しているとのデータもあり

ますので、地方から移り住む方々に東京の中でも、豊島区が居住したいまちとして

選ばれるような取組をアピールできると良いように思いました。 

私自身は国土審議会の計画部会におったのですが、目指すべき国土の姿と国土形

成計画というのがございまして、活力ある国土作り、安心安全な国土作り、個性豊

かな国土作り、それぞれ大きな３つの柱がありました。それらをベースとしてこう

した施策、政策作りも紐付けて考えられると頭の中が整理できて良いのではないか

なというふうに思いました。以上です。 

原田会長： ありがとうございました。続きましてＰ委員いかがでしょうか。 

Ｐ委員： 私の中にはキャッチフレーズができていて、「住み続けたい、豊かなまち」、豊か

なまちというのは、豊島区と書きます。豊島区と書いて豊かなまちと読みます。私

は 90 年代に日本に来ましたので、先程会長がおっしゃったように、暗い時代も知

っておりまして、それでも今は住み続けたいというふうに思っています。外国人に

とって住みやすいまちっていうのは、日本人にとっても住みやすいというふうに思

っているので、本当にこの会に何か役に立っていきたいなというふうに強く思って

いますし、先程のキャッチフレーズも自分で勝手に考えてしまっています。 

地球規模ではやはり温暖化が問題と言われているんですけれど、実は最も人間が

危惧していかなきゃいけないのは人口の減少なんですよ。本当にそういうふうに思

ってます。かつて、豊島区も消滅可能性都市と言われていたんですけれど、それで

も今人口が増え続けてはいるんですが。私の専門領域は子供家庭福祉と国際福祉で

すので、アジアの国々のどの国を見ても子供がたくさんいるところが住みやすい場

所なんです。日本で住みやすい場所を検索するとよく武蔵野市が出てきます。最近

子育て支援が充実している自治体とＳＤＧｓ未来都市に選ばれたのは４ヶ所です

が、東京でいうと唯一選ばれているのは板橋区なんです。私の今いる職場に板橋区

の事務員がいるんですけど、何故選んだかというと、やっぱり子育て環境が充実し

ているというふうに言っていました。大学も豊島区ですし、豊島区にしてほしいな

というふうなことを思って言っていたんですが。 

先程、Ｃ委員もおっしゃっていたように本当に女性にとって、出産前から出産後

というところで、産後鬱というのは周りがサポートしていても、ホルモンとか諸々

あって訳がわからなく、そういったサポートはやはりできているのとできてないの

とでは、女性は選ぶということを考えたときに、やはり私は豊島区のこれから考え

るときに、人口をいかに増やしていくのか、子供たちが豊島区でいろんな経験がで

きて、日本の東京にある豊島区に生まれ、老後も豊島区にというところぐらい。私

の恩師が吉沢先生という方なんですけど、かつて育児環境が老後につながるという

ふうにおっしゃっていたので、本当にその通りかなというふうに思うんです。区長
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さんが、さっきおっしゃっていた「つながる」という言葉が、大好きなんです。つ

ながりというのは、ものとのつながりもそうなんですけど、最も大事なのは人との

つながりなんですよね。私は自分の研究の中で勝手に社会子育てという言葉を使っ

ているので、社会のみんなで子育てしていくという、誰々のうちの子ではなくて、

みんなが自分の子供のように育てていくという、そういう地域環境を豊島区ででき

たらなと思っています。 

実は、豊島区も社会資源がたくさんあります。私の領域ですと大学の学生たちの

卒論も本当によく池袋周辺で歩いて、池袋駅だけでもバリアフリーが全然できてい

ないんです。十何年前の論文でも本当に皆が歩いて階段歩いてても、やっぱりベビ

ーカーとか本当に不便なんですよね。デパートとかあると 10 時過ぎっていうふう

になるし、その前のことを考えると西口はエレベーター出来てたんですけど他のと

ころは全然できてないので。すごい変わってきてる部分あるんですけどもまだ変わ

ってないものがあって、そういう学生たちの視点もすごい大事かなというふうに。

私はかつて学生たちにも、これはぜひ豊島区に向けてというふうに言ってたんです

けど、みんなはそこまでやっていなかったんで。 

ですので、本当にその住むというところでアジアの国、シンガポールとか韓国と

か行ったときも、みんな公園の方も健康器具とかもたくさんあるんですよ。せっか

く、今まちにある公園とかたくさんあるんですけど、健康の視点とかも取り入れて

いただきたいなというふうに思います。 

すいません、まだまだ語りたいことがたくさんあるんですが、長くなってしまい

そうなので一旦この辺でお願いいたします。 

原田会長： ありがとうございました。続いてＡ委員いかがでしょうか。 

Ａ委員： 私平成７年から４年間、豊島区教育委員会の指導主事として、子供が一番少ない

ときで学校の統廃合とか、借金だらけで非常に厳しかったときの４年間お世話にな

りまして、私自身は品川区の住民ですが豊島区を愛しております。ぜひいい構想・

計画を作っていけたらなと思っております。 

資料の気がついたところだけ申し上げます。資料１－４（１） ４「子どもを共に

育むまち」、これ主語がないです。１番「あらゆる主体が」、３番「すべての人が」、

４番にも主語があっていいと思いました。保護者、学校、地域、行政、民間、全て

総力をあげて社会総がかりでという意味合いの主語があったらいいなと思いまし

た。ここにぶら下がっている特に学校教育については、今教育ビジョンが改訂され

ているということです。この基本計画は基本計画、教育ビジョンは教育ビジョンで

別々に、学校に行ったら学校の先生方大変ですので、ぜひその整合を図るべきだと

思います。 

次、資料１－４（２）、区政の基本姿勢「３つのつながる」は、高際区長よりこれ

が区長の基本方針ということでした。私は「つながる」よりも、「つなげる」ではな

いかと思いました。その下に「未来につなげる」、「声をつなげる」、「人・地域・企

業がつながり」とあり、ここはやっぱり自然とつながるものではなくて「つなげる」

っていうぐらいの姿勢を打ち出したらどうかなと思いました。 

最後に、右側の３番、「笑顔で元気な“としまっ子”が育つまち」とあります。や
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はり、先程来皆さんがおっしゃっているように、これからの将来を社会を未来を生

きる子供たちですので、一番ぴったりなのは「持続可能な社会の作り手となるとし

まっ子が育つまち」がいいと思うんですけれども長いので。「笑顔で元気」でもいい

のですが、もう少し豊島区らしさを出したい。杉並区のものをみますと「自分らし

く生きる」というのが杉並の子供たちだと書いてあります。豊島区もそういうもの

を出していけたらいいんじゃないかなと思います。以上です。よろしくお願いしま

す。 

原田会長： ありがとうございました。では続きまして、Ｊ委員いかがでしょうか。 

Ｊ委員： 先程「母になるなら、○○市」がありましたが、そこから来ました。人口が増え

過ぎてしまったので、今は「長く住み続けられるまち」にキャッチフレーズを変更

しているそうです。そこで、子供子育てにずっと関わってまいりました。専門は子

供の福祉で、妻の介護を長く続けているものですから介護関係も授業をしたりして

おります。そういう意味ではヒューマンサービスの視点から発言をしていきたいと

思います。 

何か順番が遅くなると、どんどん自分が言おうとしていることが全部言われてし

まうようで。先程Ａ委員の方からも「つなげる」がいいというふうに言われて、私

は「つなぐ」と言おうと思っていたんですけれども。別に打ち合わせした訳では全

然ないんですが。 

資料１－４（２）、「３つのつながる」というものがありまして、これはとても重

要だというふうに思っていて、それはこれから議論する 10 年後の区の将来像、こ

れが北極星になるんだろうと思いますけれども、それを進めていくための、いわば

基本姿勢、基本的な視点として重要だろうというふうに思っています。いわば、弁

当箱の具材の間仕切りみたいな話になるのかなというふうに思います。 

私は、大事なのは先程Ａ委員もおっしゃっていたように、「つながる」ためには

「つなげる」ことが必要だということがあるのですが、もう少し短く言って「つな

ぐ」ということを考えていきたいというふうに思っております。先程、怖い・汚い・

暗いというイメージの問題がありましたけれども、そこで今でも暮らしている豊島

区民がいらっしゃるはずで、そういう方々、行政にはアクセスできない、あるいは

行政にはアクセスしたくないと思っている方々に、しっかりと行政が前面に出て

「つなぐ」という役割を果たしていくことが、これからは非常に大事になってくる

のではないかなというふうに思っています。貧困の問題、あるいは虐待の問題、さ

らにはヤングケアラーの問題、なかなか表面に出てこない方々に行政がしっかりと

アクセスをして、そしてアウトリーチをして、そしてプッシュ型の支援、最終的に

は強制的な措置も伴いながら、確実に安心安全を図るように持っていくことが、こ

れからの区政ではとても大事になってくるんだろうと思っています。そして、その

ための人材、例えばスクールソーシャルワーカーあるいは地域支援コーディネータ

ー、ヤングケアラー、コーディネーターそうしたつなぐ人材の確保と育成がとても

大事ではないかなというふうに思っております。今後ともどうぞよろしくお願いい

たします。 

原田会長： ありがとうございました。それでは最後にＦ委員お願いいたします。 
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Ｆ委員： ＩＷＧＰのお話があったんですけども、僕の中では、池袋というのはすごく魅力

的なまちです。なぜかというと、ちょうど大学生のときは、セゾン美術館のまち、

セゾンの文化、そのときはまだ木場に現代美術館がありませんでしたから、本当に

情報発信するという映画館も沢山あったので、そういうキラキラした時代、そうい

う文化資本があるまちという印象が、僕の若い頃の印象ですね。 

ここに呼んでいただいたのも、池袋の都市再生の委員会と、駅をぐるっと取り囲

むように位置している木造住宅密集地域、防災まちづくりでここ 15 年ぐらいお手

伝いしています。防災まちづくりの方は、一町会の会長さんとも本当にいろいろ対

話、コミュニケーションを図りながら、ソフト、ハードの防災まちづくりを一緒に

考えさせていただきました。そのあたりのまちづくりと防災、能登半島の調査も研

究室として実施もしてきましたので、できたらその辺りの知見もというふうには思

っています。 

今日一番申し上げたかったことは、基本構想の土台のところで３点申し上げたい

と思います。 

１点目は、既に言及もされているんですが、人口フレーム、人口動態、人口のト

レンドはしっかり丁寧に議論、共有をしていただければと思います。これは事務局

にいろいろデータを出していただいてということをですよね。人口動態、転出転入

がどうなっているか、転出転入の理由はどうなっているか、そのあたり含めて人口

のトレンドはしっかり丁寧に見ておく必要があるかなというのが１点目です。 

２点目は、先程来お弁当ということが今日キーワードですけれども、そこで一つ

思っていますのは、皆さんお弁当食べるときにおかずだけ食べませんよね。ご飯食

べておかず食べて野菜食べて漬物を食べてっていうふうに、何か一つを食べるんじ

ゃなくて、おかず全体を交互に食べるから、子供たちに言う三角食べですよね、そ

れがあるからこそ、お弁当というのは美味しく味わえる。先程来でている８つの方

向性の連携ですよね。これそれぞれ分野というふうに、これまでは理解されてきた

と思うんですが、その連携というのも、区のそれぞれのセクションからすると言い

にくいというか、そこはこの場の役割なのではないかな。連携ということを意識す

ることが２点目ですね。 

３点目はそこにも関係するんですけれども、連携を区の職員の方に、区の幹部の

方に、やっぱり一番手応え感じてもらうのは、僕は現場だと思っていて。ですので、

これまでもそうだったというふうに僕は感じているんですが、区の職員の方が様々

な現場、区内の様々な事業所に出向いていって、すぐ成果が出なくても、そこで丁

寧な対話をする、そこで感じた区民の方が実現したいこと、事業者の方が実現した

いこと、それを時間はかかるけど、後押ししていくっていうそういう職員、そうい

う職員マインド、そういう職場のカルチャーを作っていくっていうことが実際に連

携っていうことを実質化する方向なのではないかなということで、何かちょっとそ

んなことが少しでもアプローチできるといいかなというふうに思いました。以上で

す。よろしくお願いします。 

原田会長： ありがとうございました。今日、皆様方に十分な時間差し上げられなかったこと

を、本当に改めてお詫び申し上げます。また、第２回目以降は、ぜひ今日お話しい

ただけなかったところを、またご披露くださるとありがたく存じます。 
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今日、私皆様方のお話伺いまして感じましたのは、私が想定していたお弁当箱は

かなり小さかったなあと。皆さんまちに対する思いはたくさんおありなのだなとい

うふうに思いました。ですが、その皆さんが今お持ちよりくださった具やご飯をお

弁当箱に詰めると、一体この弁当箱は何の弁当箱というふうになってしまう気がい

たします。ぜひ、ある程度抽象化して、ある程度区民にわかりやすくしていくため

には、最大公約数を目指していくべきなのではないかという気もいたしました。そ

のために今日、皆様方からいろんなお話を伺った気もいたします。 

もう一つの反省点は、お弁当箱の話ずっとしておりますと、もうすっかりお腹が

すいてしまいまして、そろそろお終いにしたいと存じます。 

では事務局からまとめのご発言よろしくお願いいたします。 

事務局： ありがとうございました。 

資料１－５をご覧頂きたいと思います。今後のスケジュールといたしまして、次

回第２回は３月 18 日に予定しております。基本構想審議会について、黄色い網掛

けの部分ですが、来年度末までに 11 回の開催を予定しております。夏の時期に４

～７回とかなり集中的に開催を予定しております。 

その前段といたしましては、区民参加、調査ということで緑の部分ご覧いただき

たいと思います。４～６月頃を中心に団体ヒアリング、タウンミーティング、ワー

クショップ、区民意識調査、来街者調査等行う予定となっております。既に、12月

から区長と区民の皆様が直接意見交換を行う未来としまミーティングを、教育施策

をテーマに既に開始しているところでございます。こうした区民の皆様の意見を

様々受け止めながら、この審議会において審議をいただくようなスケジュールで考

えております。 

今後、会議資料につきましては、今回と同様に１週間前を目途にお配りしたいと

考えております。 

また、今回の審議会について追加のご意見等ございましたら、今月中に事務局宛

にメールまたは文書等でお送りいただきたいと思います。 

また、随時、皆様方と意見交換ができるようにデジタルでの意見交換のようなも

のを検討したいと考えております。 

また、椅子の脇にケースで用意させていただいた冊子類について、毎回使用させ

ていただきますし重量等もありますので、事務局でお預かりさせていただきます。

ご用意いたしましたケースに置いていただいてそのまま残していただきますよう

にお願いいたします。 

最後に駐車券等の処理がまだお済みでない方ございましたら、終了後受付までお

持ちください。事務局からは以上でございます。 

原田会長： はい、ありがとうございました。皆様方よろしゅうございますか。 

今日は、最後まで区長にご一緒いただきまして、区長から何かもし一言ございま

したらよろしくお願いいたします。 

区長： 大変本当に有意義な時間でした。ありがとうございました。皆様のご意見を伺っ

て、公募委員の方はじめ本当に良い皆様に委員になっていただいたなと思いまして

大変感謝をしております。このメンバーで１年ご議論いただける、そして豊島区の

将来像、区民にわかりやすいというものをご議論いただけるということで私自身も



- 25 - 

わくわくしております。私は委員ではないんですけれども、これから毎回出ようと

決意いたしました。ぜひよろしくお願いいたします。本当に今日はありがとうござ

います。 

原田会長： それでは第１回目の基本構想審議会をこのあたりで終了させていただきます。 

ありがとうございました。 

 

提出された資料等 

【資料】 

資料１－１ 豊島区の現状について 豊島区未来戦略推進プラン 2024（案） 

資料１－２ 現在の基本構想・基本計画について 

資料１－３ 新たな基本構想・基本計画の枠組みについて 

資料１－４ まちづくりの方向性について 

資料１－５ 基本構想・基本計画策定スケジュール（案） 

【参考資料】 

参考１－１ 豊島区基本構想審議会委員名簿 

参考１－２ 豊島区基本構想審議会条例 

参考１－３ 豊島区審議会等の会議の公開に関する要綱 

参考１－４ 豊島区自治の推進に関する基本条例 

参考１－５ 分野別行政計画一覧 

参考１－６ セーフコミュニティ各対策委員会からの報告 

【冊子】 

冊子 豊島区基本構想 

冊子 豊島区基本計画 2022-2025 

冊子 豊島区未来戦略推進プラン 2023（将来像編・計画事業編） 

冊子 としま政策データブック 2023 

冊子 協働のまちづくりに関する区民意識調査報告書 

 

会議の結果 

（１） 原田久委員を会長に選任する。 

（２） 会長代理は萩原なつ子委員を指名する。 

（３） 会議は原則公開とし、会議録での発言者は記号により表記する。 

（４） 次回は３月１８日の開催とする。 

（５） 「まちづくりの方向性」について各委員の意見を共有した。 


